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図表　10年間のDNAシーケンス費用の推移
参考文献1）に基づき科学技術動向研究センターにて作成
　米国国立衛生研究所（NIH）のヒトゲノム研究
所（NHGRI）は、大規模ゲノムシーケンスプログ
ラムにおける、過去 10 年間の DNA シーケンス費
用の推移を示した1）。このプログラムはヒトゲノ
ムプロジェクトの一部として開始され、得られた
ゲノムデータを外部研究機関に提供している。
DNA シーケンス費用の算出には、DNA シーケン
サの設備費用だけでなく、人件費・試薬・消耗品・
前処理費用・情報機器費用・間接経費なども考慮
されている。データサイズの大きなヒトゲノムシー
ケンスでは設備以外の費用の割合が大きくなる。
　図表に、今回発表された、2001 年 9 月から 2010
年 10 月までの、30 億塩基対のヒトゲノムと 100 万
塩基対 DNA のシーケンス費用の推移を示す。10
年間に、ヒトゲノムシーケンス費用は 1/3300 に、
100 万塩基対 DNA シーケンス費用は 1/16500 に低
減した。後者はデータサイズが比較的小さく設備
費用の割合が大きい。
　図表によれば、2007 年 10 月までの第 1 世代で
は、トランジスタ開発のムーアの法則とほぼ同程
度、すなわち 18 ヶ月間でシーケンス費用が 1/2 に
低減していた。ムーアの法則とは、集積回路に搭
載されるトランジスタ数が 18 ヶ月で 2 倍に増え、
コストも低減するというトレンドのことを言う。
第 1 世代では、主に Sanger 法に基づくシーケンス
手法の改良によって費用が低減した。
　しかし、2008 年 1 月以降の第 2 世代のシーケン
ス技術では、第 1 世代よりもはるかに速い速度で
費用が低減した。第 2 世代では、米国イルミナ社・
アプライドバイオシステムズ社・スイスのロシュ
社などが、様々な手法を用いて処理速度や精度性
能を達成した。なかでも、イルミナ社のシステムは、
大量のシーケンス処理を自動的に並列実行し、デー
タを統合する情報処理機能にも優れ、シーケンス
速度を大きく向上させた。
　DNA シーケンサの性能向上に伴い、出力データ
がテラバイトサイズまで拡大し、データ保存に大
型のストレージが必要とされるようになった。ゲ
ノム解析においても、膨大なデータ処理を行うた
めの大容量記録装置や高速ネットワークまでを含
めたハイパフォーマンスコンピューティングが重
要な基盤技術になりつつある。
トピックス4 第2世代DNAシー ケンサによるゲノム解析費用の大幅低減
　米国国立衛生研究所（NIH）のヒトゲノム研究所は、大規模ゲノムシーケンスプログラムにおけ
る 10 年間の DNA シーケンス費用の推移を示した。2001〜2010 年の間で、30 億塩基対のヒトゲノ
ムシーケンス費用は 1/3300 に、100 万塩基対 DNA シーケンス費用は 1/16500 に低減した。特に
2008 年 1 月以降の第 2 世代シーケンサによって、第 1 世代よりはるかに速い速度で費用が低減した。
DNA シーケンサの性能向上に伴い、出力データが巨大化し、ゲノム解析においてもハイパフォーマ
ンスコンピューティングが重要な基盤技術になりつつある。
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